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Transition from Child Protection Movement to “Ken-min”(Physically and Mentally-
Strong-Nation) Movement













































































































































正元）年 4 月のことである。翌年 9 月には第 1 回「赤
ん坊展覧会」を同小学校で開催している。この「赤
ん坊展覧会」は 1927（昭和 2）年まで続けられ 14
回を数えた。帝国小学校における「赤ん坊展覧会」















































































































































































図１　内務省主催・児童衛生展覧会開催翌日の朝刊（朝日新聞 1920 年 10 月 24 日）
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1899 明治 32 153.8
1900 明治 33 155.0
1901 明治 34 149.9
1902 明治 35 154.0
1903 明治 36 152.4
1904 明治 37 151.9
1905 明治 38 151.7
1906 明治 39 153.6
1907 明治 40 151.3
1908 明治 41 158.0
1909 明治 42 167.3
1910 明治 43 161.2
1911 明治 44 158.4
1912 大正 1 154.3
1913 大正 2 152.1
1914 大正 3 158.5
1915 大正 4 160.4
1916 大正 5 170.3
1917 大正 6 173.2
1918 大正 7 188.6
1919 大正 8 170.5
1920 大正 9 165.7
1921 大正 10 168.3
1922 大正 11 166.4
1923 大正 12 163.4
1924 大正 13 156.2
1925 大正 14 142.3
出典）近現代資料刊行会 1995：172-173
27大出　春江：児童保護運動が健民運動に変わるまで





1896-1900 156 129 100 - 201 265 151 158 158 168 153
1901-1905 138 120 91 199 190 246 138 148 139 160 152
1906-1910 117 112 78 174 168 198 114 141 126 152 158
1911-1915 110 113 71 160 163 176 99 135 126 139 157
1916-1920 90 99 66 145 139 123 84 115 118 152 174
1921 83 90 - 134 134 143 76 115 115 - 168
1922 77 101 - 130 129 139 67 107 85 - 166
1923 69 79 - 132 132 150 57 - 96 - 163





1 位 2 位 3 位 4 位 5 位
大正 12 函館 京都 大阪 神戸 名古屋
大正 13 神戸 大阪 金沢 名古屋 横浜
大正 14 大阪 京都 小樽 金沢 神戸
出典）近現代資料刊行会 1995：178「第二一表」を改変
表３　六大都市合計乳児死亡率
1906 明治 39 182.5
1907 明治 40 180.4
1908 明治 41 207.0
1909 明治 42 210.7
1910 明治 43 193.8
1911 明治 44 193.9
1912 大正 1 162.1
1913 大正 2 173.1
1914 大正 3 182.2
1915 大正 4 198.8
1916 大正 5 194.4
1917 大正 6 200.7
1918 大正 7 209.8
1919 大正 8 184.6
1920 大正 9 187.7
1921 大正 10 190.3
1922 大正 11 186.3
1923 大正 12 199.0
1924 大正 13 165.9
1925 大正 14 154.5
出典）近現代資料刊行会 1995：174
引用者注：1995 年発行の表が一部判読しにくい個所があり，『戦
間期主要都市 社会調査報告書〔女性編〕　第 1 期　





























年 10 月 24 日～ 11 月 22 日，このうち 2 日間のみ




















































































































































　山口県の梅光学院史には 1925（大正 14）年 5
月 7 日，学院内で「赤ン坊審査会」を山口県児童
愛護連盟と共催で開催したことを短く記録してい
る（黒木 1934：40）24）。大阪では 1921（大正 10）
年 11 月 3 日に「乳幼児保護宣伝デー」を開催し，
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普及活動をおこなった。実施は 6 月 1 日～ 6 月 7
日であり，この期間が児童愛護週間だとしている
































































（ 1 ） 木下は西山哲治の「赤ん坊展覧会」を「赤ちゃ
んコンクール」と呼び，赤ちゃんコンクー


































（ 3 ） 首藤美香子はヨーロッパの国々と較べ紹介
される機会の少なかったアメリカの研究成
果を紹介している。首藤によると，アメリ
























（ 5 ） 1914 年 9 月 27 日朝日新聞朝刊には第二回赤
ん坊展覧会の開催記事が小さいが掲載され



























査は，1920 年 10 月 24 日～ 11 月 22 日（休


















ぞれ 300 名を超える聴衆がいた（児童研究 
1921：115）38）。
（ 8 ） 「資本労働融和」，失業者救済，自作農奨励
保護など，経済問題が中心であった。
















（11） 『官報 第一七二九号』（大正 7 年 5 月 10 日）41）





衛生展覧会」が 1921 年 9 月 24 日から 10 日
間開催され，それに合わせて児童保育大会
も行われたという記載がある（『児童研究』
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